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【3次元地図を利用する目的】
● 3次元地図を利用することにより、段差や幅員、勾配
などの歩行経路上のバリア情報を効率的に収集

● 一般市民のほか自動走行ロボット事業者やインフラ事
業者、不動産デベロッパーなどの多様な主体に3次元
地図を提供し、社会全体の生産性向上

【基本的な考え方】
● 3次元点群データは、行政が収集している航空レーザ
やMMSによる計測データのほか、一般市民や事業者
が計測したハンディ型やスマートフォンで簡易に計測し
たデータも活用

● 歩行空間ネットワークデータのバリア情報は、3次元地
図による抽出だけではなく、行政、一般市民、ボランテ
ィア等により情報の収集・更新・精緻化を想定

● 行政、事業者、一般市民等が参加により、歩行空間
ネットワークデータを維持・更新する、持続可能な運用
サイクルを想定

１．ほこナビで3次元地図を利用する目的と考え方

■ほこナビでの3次元地図利用のイメージ



２．３次元地図をほこナビで利用するフロー
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２．３次元地図をほこナビで利用するフロー
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ポイント①
過度にデータの網羅性・正確性は求めず、
まずは初期データの整備・公開を優先

ポイント②
データの品質（網羅性・正確性、原典データ
等）を明らかにしオープンデータとして公開

ポイント③
一般市民・ボランティア等の参加や、データ利用者
からフィードバックによるデータの精緻化・更新する
運用サイクルを構築



３．これまでの検討状況と今後の方向性（バリア情報の抽出）
【これまでの検討結果】
• 歩行空間ネットワークデータの「幅員」「縦断勾配」「段差」を精
緻に抽出できるかを検討。ハンディ型やスマホLiDARなどの簡易
な計測データでは、段差や幅員のバリアの抽出は困難。

【ほこナビの普及促進に向けて】
• 点群データから抽出するバリア情報に精緻な網羅性・正確性を
求めず、データの初期整備を優先。

• リンクの属性（又はメタデータ）にバリア情報の品質（正確性
や原典データ等）の情報を付与し、利用者側へ情報を提供。

• 利用者は品質を考慮し利用するとともに、一般住民やボランテ
ィアは、品質が低いデータを優先的に更新・精緻化。

段差

0cm
（段差なし）

S

0cm～2cm以下
（道路の移動等円滑化に関す
るガイドラインに適合）

A

2cm～5cm以下
（電動車椅子で通行可能）

B

5cm～10cm以下
（一部モビリティで通行可能）

C

10cmより大きい
（通行不可）

Z

不明X

【3次元地図活用の方向性】
• ハンディ型やスマホLiDARで計測したデータからバリアが存在す
る可能性の有無といった概略はわかるのではないか？
（例えば、スマホLiDARの計測データから段差がS～Bくらいや
概ねC以上といった情報はわかる可能性がある。）

5㎝以上の段差の可能性があ
りそうといった情報は抽出できる
可能性がある。

スマホLiDARから大きな段差は
なさそうといった情報は抽出でき
る可能性がある。
その場合「ランクB、品質：低」

ハンディ型やスマホLiDARでは、正確なバリア情報の抽出は困難との結果

■昨年度までの検討結果

■バリアの概略の抽出



３．これまでの検討状況と今後の方向性（データの位置合わせ）
【これまでの検討結果】
• MMSにより取得した3次元点群データ（ベース点群）を基準
に位置合わせを実施。点群データの相対精度が良い場合は問
題なく統合がに行えることを確認。一方、MMSによる計測デー
タがない路線では、位置合わせが困難。

【3次元地図活用の方向性】
• ベース点群がなくても様々な3次元点群データの位置合わせを
行える仕組みを検討。高精度な位置の整合を求めず、既存の
データを活用して位置合わせを行う手法を検討。【参考①】

• 3次元データを多様な用途に利用する際に必要な位置合わせ
等の課題は、様々な主体で課題として顕在化してきており、関
連する取組みとも連携し検討することが必要。【参考②③】

【ほこナビの普及促進に向けて】
• 3次元地図の位置合わせは、精緻な精度を求めず、バリアの有
無の可能性が分かる程度の簡易な手法を検討。

• 技術的な課題解決だけでなく、3次元地図を利用したデータの
初期整備を重視。品質が低いデータは、市民等との共創により
更新・精緻化。

■昨年度までの検討結果



【参考①】3次元の位置の基準として活用可能性がある情報
■基盤地図情報 ■3次元電子国土基本図
「基盤地図情報」とは、電子地図における位置の基準となる
情報。基盤地図情報と位置が同じ地理空間情報を、国や
地方公共団体、民間事業者等の様々な関係者が整備する
ことにより、それぞれの地理空間情報を正しくつなぎ合わせたり、
重ね合わせたりすることができるようになる。この結果、地理空
間情報をより一層効率的に、高度に利用することが可能とな
る。

「3次元電子国土基本図」は、これまで2次元の地図データとして整備更新されてきた電子国土
基本図(地図情報)に、3次元点群データや数値標高モデル(DEM)等を使用して、高さの情報
を付与したデータ。

（3次元電子国土基本図のイメージ）

出典：国土地理院ホームページ出典：国土地理院ホームページ



【参考②】3次元データの位置の基準整備に関する取組（測技協）

出典：（公財）日本測量調査技術協会 ホームページ ３D地理空間情報の活用推進に向けた提言書（一部抜粋）
（https://sokugikyo.or.jp/news/251104/）



【参考③】インフラ管理DX（経済産業省）での取組

出典：インフラ管理事業者向け インフラ管理DX ガイドラインα版（2025.6経済産業省）



４．データ精緻化・維持・更新に向けた取組（市民参加の推進）
• 歩行空間ネットワークデータの精緻化・維持更新を行うためには、実際にデータを使ってサービスを行う民間事
業者や一般住民、ボランティア等と共創し、現地情報をフィードバックする仕組みを構築することが重要。

• 地域の事業者や市民、ボランティアとの共創する取組は、全国でいくつか取り組まれている。先行事例を参考に
ほこナビでも自治体と地域の共創による持続可能な取組の成功事例を創出することが必要。

■デジタル版BIDの構築（AIGID・東京大学）
小規模の自治体においても地域課題の解決に向け持続可能な取り組みが行
えるように、デジタルシティサービス（地図情報提供サービス）をプラットフォームと
して、地域の行政・事業者等が資金を分担し自立的に地域改善を行う「デジタ
ル版BID」の構築を推進。現在は、デジタル版BIDの構築を目指し、静岡県裾
野市・富山県南砺市、広島県竹原市で地域の行政・市民・事業者が主体的に
活動する「地域デジタル協議会」を立ち上げ、自治体・市民・事業者共創による
地域の課題解決に向けた取り組みを実施。

一般市民参加による
会議の様子

出典：（一社）社会基盤情報流通推進協議会 ホームページ
（https://aigid.jp/abstract/）

■地域デジタル協議会（裾野市）の体制



出典：みんキャプホームページ（https://2022.minc.app/）

■熊谷市コミュニティラボ（埼玉県熊谷市）
市民・企業・団体・学校・市役所が集い、熊谷の未来や、夢がか
なうまちづくりなどについて、語り合う新しい公民連携の取組。参加
者が地図情報を共有できる「市民共創型3DGISプラットフォーム」を
2025年4月に開設。

■みんキャプ
誰もが参加可能で、3Dスキャンアプリで収集したLiDARや3Dモ
デルデータを投稿し、みんなで共有する取組。収集したデータをもと
に新たなデジタル地図を作成することを目標として実施。
東京都のデジタルツインに関する取り組みとの連携やコンテスト等
も実施しながら市民参加の取り組みを推進。

出典：熊谷市ホームページ
（https://www.city.kumagaya.lg.jp/smartcity/service/plateau/3dgispf.html）

４．データ精緻化・維持・更新に向けた取組（市民参加の推進）



● ハンディ型やスマホLiDARによる計測データの活用可能性（3次元地図の活用推進）
簡易な計測データを用いたバリア情報の抽出方法の検討や抽出精度の確認
歩行空間ネットワークデータの正確性や原典データ等の品質に係る情報の付与・提供方法の検討
既存の情報の活用や関連する取組と連携し、MMS計測によるベース点群が存在しない場合の位置合わせ
手法の検討
3次元地図によるバリア情報抽出と経路（写真）の画像分析（AI）の相互利用によるデータ整備の高
度化

● 自治体と地域の共創による持続可能な運用体制
ほこナビに適した自治体と地域の共創による持続可能な運営体制の検討と成功事例の創出
インフラ事業者や不動産事業者等のロボット事業者以外の3次元地図利活用可能性の確認
高校での地理総合の必須化に伴う教育カリキュラムの提案。（地理総合の「持続可能な地域づくりと私た
ち」の項目として実地調査等も実施）

５．ほこナビの普及促進に向けて今後の検討すべき事項
（3次元地図活用の観点から）


